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教

育

課

程

共通教養科目　基礎コミュニケーション系 16 科目／基礎教養系 8科目／生涯教養系 5科目

基礎ゼミナールⅠ（レポート演習）

文章作法

ビジネス英語Ⅰ

韓国語Ⅰ

コンピュータ実習Ⅰ

発表法

ビジネス英語Ⅱ

韓国語Ⅱ

コンピュータ実習Ⅱ

基礎ゼミナールⅡ（発表演習）

総合英語Ⅰ

英会話Ⅰ

中国語Ⅰ

総合英語Ⅱ

英会話Ⅱ

中国語Ⅱ

思考と論理

心理学

社会学 生命の科学

歴史と人間

法学

文学

経済学

スポーツ

女性と社会

キャリア教育

生活と健康

生命と倫理

海外研修

学科科目　基本科目 6科目／主題科目 26 科目／研究 2科目

研究　2年通年 1科目 2 年後期 1科目
　　　専門ゼミナール 卒業研究

付設課程
図書館司書課程／ビジネス教養課程

日本の歴史 アジアの歴史

政治と生活

現代の家族アジアの文化

人類と文化 宗教と人間

倫理と社会 ことばと文化

人間行動と社会 公共の思想

経済と社会

ヨーロッパの歴史 日本の文化

現代の人間関係

現代の教育アメリカの文化 法律と生活

神話の思想 ヨーロッパの文化

食料問題と日本

現代のメディア人間の心理

企業と経営

古典の文学 現代の文学

情報と社会

環境と社会映像と文化

芸術と文化 現代社会と福祉

国際社会と日本

教養学科カリキュラムマップ（ポリシーマップ）

教養学科のカリキュラム・ポリシー

LCP1　「基本科目」・「主題科目」・「研究」という三系列を
置いて学生が段階的に学修を進めることができるよう配慮
する

LCP2　「基本科目」系列は、人間生活にとって欠かすこと
のできない科目群で構成する

LCP4　「主題科目」の二分野については、学生の主体的判
断により、一分野につきこの科目群の卒業要件単位数の三
分の二までの履修を可能にすることで、興味や関心のある
領域を重点的に学ぶことができるようにする

LCP5　「研究」系列では、学生の学ぶ意欲に応えることが
できるよう、幅広い分野について「専門ゼミナール」を展
開し、その成果を「卒業研究」として発表する

LCP6　実践的な知識や技能を身につけることができるよう
に、「図書館司書課程」と「ビジネス教養課程」という二つ
の付設課程を設置する

LCP3　「主題科目」系列には、〈人間と文化〉分野と〈現代
の社会〉分野の二分野を置く
〈人間と文化〉分野は、歴史や文化を通して世界諸地域への
関心を高め、また文学や芸術に触れるなかで人間に対する
理解を深めていく
〈現代の社会〉分野は、社会の基本的問題に関する学科目と
現代の仕組みに関わる学科目で構成し、現代社会を理解す
るための基礎を身につける

基礎コミュニケーション系

基礎教養系 生涯教養系

教養学科のディプロマ・ポリシー
①語学や情報技術を用いた基礎的なコミュニ
ケーション能力を有し、多文化・異文化およ
び社会と自然に関する知識を理解し、倫理観
や社会的責任を持ち、卒業後も自律・自立し
て学習できる教養を身につけている。（「知識・
理解」「問題解決力」「コミュニケーション力」
「情報リテラシー」「社会性」）
②人間が培ってきた学術文化を専門的に学ぶこ
とを通して、現代社会を生きる自己を見つめ
るとともに、豊かな知識を人間理解の基礎と
して活用できる。（「知識・理解」「想像力」）

③実社会における諸問題について主体的に考え
る姿勢を持ち、情報を適切に用いて問題の解
決法を探求し、環境に適応することができる。
（「主体性」「情報リテラシー」「問題解決力」）
④信頼される社会人としてふさわしい基礎的な
技能とマナーを備え、他者と円滑に交流・協
働しながら地域の発展を目指し積極的に行動
することができる。（「規範・マナー意識」「コ
ミュニケーション力」「地域貢献力」）

　以上の学力を育むために本学科では、「共通
教養科目」と「学科科目」という二つの系列
によってカリキュラムを編成している。この
カリキュラムにおいて、所定の単位を修め、
本学学則に定める卒業要件を満たした者に短
期大学士（教養）の学位を授与する。

LDP1　知識・理解
LDP2　問題解決力
LDP3　コミュニケーション力
LDP4　情報リテラシー
LDP5　社会性
LDP6　想像力
LDP7　主体性
LDP8　規範・マナー意識
LDP9　地域貢献力

教養学科のDP（キーワード）

教養学科の科目群

主題科目〈人間と文化〉分野

基本科目
1年後期 2科目　　2年前期 2科目

主題科目〈現代の社会〉分野
2年後期 4科目2年前期 5科目1年後期 4科目 2年後期 6科目2年前期 5科目1年後期 2科目

全学科共通のカリキュラム・ポリシー（CP）

CCP1「共通教養科目」と「学科科目」をバランスよく配置して、
建学以来の教養教育を重視しつつ、現代社会に役立つ教育を施す

CCP2「共通教養科目」系列は、本学の人間形成教育を具現
するために「基礎コミュニケーション系」・「基礎教養系」・「生
涯教養系」の三つの系列で構成

CCP3「基礎コミュニケーション系」では少人数制の「基礎
ゼミナール」や「文章作法」「発表法」の他に語学科目や情
報科目を置き、「読む・書く・話す・聞く」といったコミュ
ニケーション能力を養成

CCP4「基礎教養系」は人文・社会・自然科学の各科目を配
して、専門教育への橋渡しとするとともに本学の教育の基
盤となる教養を培う

CCP5「生涯教養系」には、「キャリア教育」や「女性と社会」
などの科目を配置し、人間としての生き方、女性としての
生き方、社会生活のマナーなど、生涯を通じて必要となる
考え方を学ぶ

大学全体のディプロマ・ポリシー

建学の精神（学則第1条）

教育理想（教育理念）
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程後
期

前
期

後
期

前
期

基
礎
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
系

〈
人
間
と
文
化
〉

分
野

〈
現
代
の
社
会
〉

分
野

基
礎
教
養
系

生
涯
教
養
系

共通教養科目

研
究

自
由
科
目

必修

科目の囲み線

選択（選択必修含む）基
本
科
目

学科科目

自由科目文化
人類学系

自然
科学系法学系社会学系経済学・

経営学系心理学系文学・芸術系哲学系歴史・文化系キャリアスポーツ
・健康

情報リテ
ラシー語学コミュニケー

ション・研究

主題科目

2
年
次

1
年
次

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

発
表
法

文
章
作
法

英
会
話
Ⅱ

英
会
話
Ⅰ

総
合
英
語
Ⅱ

総
合
英
語
Ⅰ

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
Ⅱ

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
Ⅰ

韓
国
語
Ⅱ

韓
国
語
Ⅰ

中
国
語
Ⅱ

中
国
語
Ⅰ

現
代
の
メ
デ
ィ
ア

情
報
と
社
会

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
習
Ⅱ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
習
Ⅰ

生
活
と
健
康

ス
ポ
ー
ツ

女
性
と
社
会

キ
ャ
リ
ア
教
育

日
本
の
文
化

日
本
の
歴
史

ア
ジ
ア
の
文
化

ア
ジ
ア
の
歴
史

歴
史
と
人
間

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史

ア
メ
リ
カ
の
文
化

倫
理
と
社
会

宗
教
と
人
間

神
話
の
思
想

思
考
と
論
理

公
共
の
思
想

生
命
と
倫
理

こ
と
ば
と
文
化

映
像
と
文
化

現
代
の
文
学

古
典
の
文
学

文
学

芸
術
と
文
化

人
間
の
心
理

現
代
の
人
間
関
係

人
間
行
動
と
社
会

心
理
学

食
料
問
題
と
日
本

企
業
と
経
営

経
済
と
社
会

経
済
学

国
際
社
会
と
日
本

現
代
の
家
族

現
代
社
会
と
福
祉

社
会
学

現
代
の
教
育

政
治
と
生
活

法
律
と
生
活

法
学

環
境
と
社
会

生
命
の
科
学

人
類
と
文
化

海
外
研
修

海
外
研
修

卒業研究

KY
4005

KY 4004

KY
1012

KY
1011

KY
1022

KY
1021

KY
1054

KY
1053

KY
1032

KY
1031

KY
1042

KY
1041

KY
1063

KY
1062

KY
1073

KY
1072

KY
3284

KY
3183

KY
1082

KY
1081

KY
3093

KY
1091

KY
3103

KY
1101

KY
3023

KY
3022

KY
3224

KY
3223

KY
2021

KY
3123

KY
3122

KY
3324

KY
3512

KY
3213

KY
3112

KY
2011

KY
3413

KY
3012

KY
3333

KY
3234

KY
3133

KY
3032

KY
2031

KY
3033

KY
3244

KY
3143

KY
3042

KY
2041

KY
3073

KY
3163

KY
3062

KY
2061

KY
3254

KY
3174

KY
3374

KY
2071

KY
3274

KY
3153

KY
3052

KY
2051

KY
3084

KY
2081

KY
3322

KY
5004

KY
5002

カリキュラムマップ（履修系統図）

ナンバリングについて
ナンバリングとは、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序をあらわし、教育課程の体系性を示す仕
組みです。

ＫＹ⚑⚑⚑⚑
↑

学科名を示す
(教：教養学科)

↑
1000 台：初年次的科目・導入科目
2000 台：学問の基礎となる科目・専門の基礎となる科目
3000 台：専門の科目、教育理念を基にした科目
4000 台：研究（専門ゼミナール・卒業研究）
5000 台：自由科目・付設課程科目

下一桁
⚑：⚑年前期
⚒：⚑年後期
⚓：⚒年前期
⚔：⚒年後期
⚕：通年



教養学科卒業要件履修単位数

・教養学科を卒業するためには、定められた科目系列別単位数の条件を満たしながら、62 単位以上を履修しな

ければなりません。その系列別単位数は、まず大きく「共通教養科目」系列の 23 単位と「学科科目」系列の 39

単位とに分けられています。

卒業要件単位 62 単位以上

共通教養科目 23 単位以上

学 科 科 目 39 単位以上

※学科科目のうち、自由科目の単位は卒業要件に含まれない。

・共通教養科目は、次のように構成されています。

共通教養科目 23 単位以上

基礎コミュニケーション系 10 単位（必修・選択必修）以上

基礎教養系 ⚘単位（選択必修）以上

生涯教養系 ⚕単位（必修・選択必修）以上

・学科科目は、「研究」、「基本科目」、「主題科目」、「自由科目」からなります。ただし、「自由科目」は、卒業要

件単位には算入されません。

学 科 科 目 39 単位以上

研 究 ⚓単位（必修）

基 本 科 目 ⚖単位（選択必修）以上

主 題 科 目 30 単位（選択必修）以上

※〈人間と文化〉分野から 10 単位以上、〈現代の社会〉分野から

10 単位以上、さらに、主題科目全体の中から 10 単位以上

自 由 科 目 ⚒単位（選択）

＊各系列の授業科目は、上の（ ）内に示したように、「必修」、「選択必修」、「選択」に分かれています。

必修─必ず履修しなければならない科目。

選択必修─系列の規定単位数に従って、所定の複数科目から選択して履修しなければならない科目。

選択─学生各自の意思により履修をきめることができる科目。

履修登録においては、この区分をよく理解しておくことが肝要です。

16 17



教養学科開講科目表

⑴ 共通教養科目
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卒
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定
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位
授
与

教

育

課

程

系列 科 目
単
位
数

⚑年 ⚒年
備 考 摘 要

学位授与の方針（LDP）

全学科共通の方針
前
期

後
期

前
期

後
期 LDP1 LDP2 LDP3 LDP4 LDP5

共

通

教

養

科

目

基
礎
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系

基礎ゼミナールⅠ（レポート演習） 1 ○

6 単 位 必 修

○ ○ ○ ○

基礎ゼミナールⅡ（発表演習） 1 ○ ○ ○ ○ ○

文 章 作 法 1 ○ 隔週授業 ○ ○ ○

発 表 法 1 ○ 隔週授業 ○ ○ ○

総 合 英 語 Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○

総 合 英 語 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅰ 1 ○ 卒業要件とする
場合は 2科目修得

4 科目 4 単位
以上選択必修

○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 英 語 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

英 会 話 Ⅰ 1 ○ 卒業要件とする
場合は 2科目修得

○ ○ ○

英 会 話 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

韓 国 語 Ⅰ 1 ○ 卒業要件とする
場合は 2科目修得

○ ○ ○

韓 国 語 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

中 国 語 Ⅰ 1 ○ 卒業要件とする
場合は 2科目修得

○ ○ ○

中 国 語 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

コ ン ピ ュ ー タ 実 習 Ⅰ 1 ○ 卒業要件とする
場合は 2科目修得

○ ○ ○

コ ン ピ ュ ー タ 実 習 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

基

礎

教

養

系

思 考 と 論 理 2 ○

4 科目 8 単位
以上選択必修

○ ○ ○

歴 史 と 人 間 2 ○ ○ ○ ○

文 学 2 ○ ○ ○ ○

心 理 学 2 ○ ○ ○ ○

法 学 2 ○ ○ ○ ○

経 済 学 2 ○ ○ ○ ○

社 会 学 2 ○ ○ ○ ○

生 命 の 科 学 2 ○ ○ ○ ○

生
涯
教
養
系

ス ポ ー ツ 1 ○ 1 単 位 必 修 ○ ○ ○

キ ャ リ ア 教 育 2 ○ 2 単 位 必 修 ○ ○ ○ ○

生 命 と 倫 理 2 ○
1 科目 2 単位
以上選択必修

○ ○ ○

女 性 と 社 会 2 ○ ○ ○ ○

生 活 と 健 康 2 ○ ○ ○ ○

小 計（共通教養科目） 23 単位以上



⑵ 学科科目
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系列 科 目
単
位
数

⚑年 ⚒年
摘 要

学位授与の方針（LDP)
教養学科の方針

前
期

後
期

前
期

後
期 LDP

⚑
LDP
⚒

LDP
⚓

LDP
⚔

LDP
⚕

LDP
⚖

LDP
⚗

LDP
⚘

LDP
⚙

学

科

科

目

研究
専 門 ゼ ミ ナ ー ル 2 ○

3 単 位 必 修 (シラバス参照)
卒 業 研 究 1 ○

基

本

科

目

人 類 と 文 化 2 ○

3 科目 6単位

以上選択必修

○ ○ ○ ○

宗 教 と 人 間 2 ○ ○ ○ ○ ○

こ と ば と 文 化 2 ○ ○ ○ ○ ○

人 間 行 動 と 社 会 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

倫 理 と 社 会 2 ○ ○ ○ ○ ○

公 共 の 思 想 2 ○ ○ ○

主

題

科

目

〈
人

間

と

文

化
〉
分

野

日 本 の 歴 史 2 ○

5 科目 10 単位

以上選択必修

左記の選択必
修とした科目
の他に分野を
問わず、5 科
目 10 単位以
上を選択必修
とし、合計で
15 科目 30 単
位以上を選択
必修とする

○ ○ ○ ○ ○ ○

ア ジ ア の 歴 史 2 ○ ○ ○ ○ ○

ヨ ー ロ ッ パ の 歴 史 2 ○ ○ ○

日 本 の 文 化 2 ○ ○ ○ ○ ○

ア ジ ア の 文 化 2 ○ ○ ○ ○ ○

ヨ ー ロ ッ パ の 文 化 2 ○ ○ ○ ○

ア メ リ カ の 文 化 2 ○ ○ ○

神 話 の 思 想 2 ○ ○ ○

人 間 の 心 理 2 ○ ○ ○ ○ ○

古 典 の 文 学 2 ○ ○ ○ ○ ○

現 代 の 文 学 2 ○ ○ ○ ○

映 像 と 文 化 2 ○ ○ ○ ○

芸 術 と 文 化 2 ○ ○ ○ ○

〈
現

代

の

社

会
〉
分

野

経 済 と 社 会 2 ○

5 科目 10 単位

以上選択必修

○ ○ ○

企 業 と 経 営 2 ○ ○ ○

政 治 と 生 活 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

法 律 と 生 活 2 ○ ○ ○ ○

現 代 の 人 間 関 係 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現 代 社 会 と 福 祉 2 ○ ○ ○ ○ ○

現 代 の 家 族 2 ○ ○ ○ ○ ○

現 代 の 教 育 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

現 代 の メ デ ィ ア 2 ○ ○ ○ ○ ○

情 報 と 社 会 2 ○ ○ ○ ○ ○

環 境 と 社 会 2 ○ ○ ○ ○ ○

食 料 問 題 と 日 本 2 ○ ○ ○ ○

国 際 社 会 と 日 本 2 ○ ○ ○ ○

自由科目 海 外 研 修 2 ○ ○ 選択(卒業要件には算入しない) ○ ○ ○ ○

小 計（学科科目） 39 単位以上

合 計（卒業要件単位） 62 単位以上



付設課程

図書館司書課程

⑴ 課程表及び履修単位数

図書館の司書資格を取得しようとする者は、下記の必修科目 22 単位、選択科目⚒単位以上、合計 24 単位

以上を履修しなければなりません。

18 19

卒
業
認
定
･学
位
授
与

教

育

課

程

系列 授 業 科 目
単位数

備 考
必修 選択

必

修

科

目

生 涯 学 習 概 論 ⚒

図 書 館 概 論 ⚒

図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 ⚒

図 書 館 情 報 技 術 論 ⚒

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 ⚒

情 報 サ ー ビ ス 論 ⚒

児 童 サ ー ビ ス 論 ⚒

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅰ ⚑

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅱ ⚑

図 書 館 情 報 資 源 概 論 ⚒

情 報 資 源 組 織 論 Ⅰ ⚑

情 報 資 源 組 織 論 Ⅱ ⚑

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅰ ⚑

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅱ ⚑

選
択
科
目

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論 ⚑

⚒単位以上図 書 館 施 設 論 ⚑

図 書 館 実 習 ⚑



⑵ 図書館司書課程開講科目表

20 21

必

修

科

目

基

礎

科

目

生 涯 学 習 概 論 2 ○

14 科目 22 単位

必 修

○ ○ ○

図 書 館 概 論 2 ○ ○ ○ ○

図 書 館 情 報 技 術 論 2 ○ ○ ○ ○ ○

図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 2 ○ ○ ○ ○ ○

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
科
目

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 2 ○ ○ ○ ○ ○

情 報 サ ー ビ ス 論 2 ○ ○ ○ ○ ○

児 童 サ ー ビ ス 論 2 ○ ○ ○ ○ ○

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅰ 1 ○
「コンピュータ
実習Ⅰ」を履修
していること
が望ましい

○ ○ ○ ○

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○ ○

図
書
館
情
報
資
源
に
関
す
る
科
目

図 書 館 情 報 資 源 概 論 2 ○ ○ ○ ○

情 報 資 源 組 織 論 Ⅰ 1 ○ 後期前半 ○ ○ ○ ○

情 報 資 源 組 織 論 Ⅱ 1 ○ 後期後半 ○ ○ ○

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅰ 1 ○ 週 2回 ○ ○ ○ ○

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅱ 1 ○ 週 2回 ○ ○ ○

選
択
科
目

図 書 館 施 設 論 1 ○ 後期前半

2 科目 2 単位

以上選択必修

○ ○ ○ ○

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論 1 ○ 演習 ○ ○ ○ ○ ○

図 書 館 実 習 1 ○ ※ ○ ○ ○ ○

合 計 16 科目 24 単位以上

※ 夏季休業中に 7日～10 日間公共図書館で行う実習です。選択科目ですが、できるだけ履修することが望ま
れます。

系列 科 目
単
位
数

⚑年 ⚒年
備 考 摘 要

司書養成プログラム
教養学科の方針

前
期

後
期

前
期

後
期 LDP

⚑
LDP
⚒

LDP
⚓

LDP
⚔

LDP
⚕

LDP
⚖

LDP
⚗

LDP
⚘

LDP
⚙



ビジネス教養課程

⑴ 課程表及び履修単位数

ビジネス教養課程を履修する者は、下記のビジネス教養課程特定科目必修科目⚗単位、選択科目⚔単位以

上、合計 11 単位以上を履修しなければなりません。

ビジネス教養課程特定科目

20 21

卒
業
認
定
･学
位
授
与

教

育

課

程

系
列 授 業 科 目

単位数
備 考

必修 選択

必
修
科
目

ビ ジ ネ ス 基 礎 ⚒
オ フ ィ ス 実 務 Ⅰ ⚑
オ フ ィ ス 実 務 Ⅱ ⚑
ビジネス・コミュニケーション ⚒
学 外 研 修 ⚑

選

択

科

目

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ ⚑

⚒単位以上

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ ⚑
ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅰ ⚑
ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅱ ⚑
Business EnglishⅠ ⚑
Business EnglishⅡ ⚑
オ フ ィ ス 実 務 Ⅲ ⚑

⚒単位以上

オ フ ィ ス 実 務 Ⅳ ⚑
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅲ ⚑
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅳ ⚑
ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅲ ⚑
ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅳ ⚑
Business EnglishⅢ ⚑
Business EnglishⅣ ⚑

修了要件：⚙科目 11 単位以上。但し、同一科目でⅠ～Ⅳを修得する必要がある。



⑵ ビジネス教養課程開講科目表

22

必
修
科
目

ビ ジ ネ ス 基 礎 ⚒ ○

⚕科目⚗単位
必修

○ ○ ○ ○

オ フ ィ ス 実 務 Ⅰ ⚑ ○ ○ ○ ○ ○

オ フ ィ ス 実 務 Ⅱ ⚑ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ビジネス・コミュニケーション ⚒ ○ ○ ○ ○ ○

学 外 研 修 ⚑ ○ ※ ○ ○ ○ ○

選

択

科

目

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
キ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ ⚑ ○ 修了要件とする
場合はプログラ
ミングⅠ～Ⅳの
⚔科目修得

⚒科目⚒単位
以上選択必修

○ ○ ○ ○

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ ⚑ ○ ○ ○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅰ ⚑ ○ 修了要件とする
場合はビジネス
会計Ⅰ～Ⅳの⚔
科目修得

○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅱ ⚑ ○ ○ ○ ○

Business EnglishⅠ ⚑ ○ 修了要件とする
場合は Business
English Ⅰ～Ⅳ
の⚔科目修得

○ ○ ○ ○ ○

Business English Ⅱ ⚑ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ア
ド
バ
ン
ス
・
ス
キ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ フ ィ ス 実 務 Ⅲ ⚑ ○ 修了要件とする
場合はオフィス
実 務 ⚔ 科 目
（Ⅰ～Ⅳ）修得

⚒科目⚒単位
以上選択必修

○ ○ ○ ○ ○

オ フ ィ ス 実 務 Ⅳ ⚑ ○ ○ ○ ○ ○

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅲ ⚑ ○ 修了要件とする
場合はプログラ
ミング⚔科目
（Ⅰ～Ⅳ）修得

○ ○ ○

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅳ ⚑ ○ ○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅲ ⚑ ○ 修了要件とする
場合はビジネス
会計Ⅰ～Ⅳの⚔
科目修得

○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 会 計 Ⅳ ⚑ ○ ○ ○ ○

Business English Ⅲ ⚑ ○ 修了要件とする
場合は Business
English Ⅰ～Ⅳ
の⚔科目修得

○ ○ ○ ○ ○

Business English Ⅳ ⚑ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合 計 ＊⚙科目 11 単位以上

※ 夏季休業中・冬季休業中に実施します。

各プログラムはⅠからⅡ、Ⅲ、Ⅳと段階的に修得しなければなりません。

系列 科 目
単
位
数

⚑年 ⚒年
備 考 摘 要

ビジネス実務者養成プログラム
教養学科の方針

前
期

後
期

前
期

後
期 LDP

⚑
LDP
⚒

LDP
⚓

LDP
⚔

LDP
⚕

LDP
⚖

LDP
⚗

LDP
⚘

LDP
⚙


